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次の【事実】を読んで、後記の［設問１］及び［設問２］に答えなさい。 

（配点は、［設問１］４０点、［設問２］６０点とする。） 

 

【事実】 

1.  家庭用常備薬の製造・販売を行っているＡ株式会社（以下「Ａ社」という。）は、取締役

会及び監査役が設置されており、Ｂが代表取締役に就任している。 Ａ社の現在の株主は２０

名で、Ｂほか創業者の親族８名が発行済株式の約６７％を所有している。 

2.  Ａ社の定款では、Ｂら親族８名が保有している約６７％のＡ社株式についてのみ、その譲

渡による取得につきＡ社の承認を要すること、その事業年度は毎年４月１日から翌年の３月

３１日までとし、その定時株主総会において議決権を行使する株主は毎年３月３１日にＡ社

の株主名簿に株主として記載されている株主とすることなどが定められている。 

3.  Ａ社の取締役会は、令和４年５月２０日、議題は、①令和３年度計算書類等の承認の件、

②同年度期末配当の件として、同年６月１７日に定時株主総会(以下「本件株主総会」という。)

を開催することを決議し、同年５月２５日、同年３月３１日に株主名簿に記載されている株主

に対し、代表取締役名で法定の招集通知書を発した（以下「本件招集通知」という。）。 

4.  同年６月１７日に開催された本件株主総会では、議題①は特に異議もなく賛成多数で可

決されたが、議題②については、会社設立以来の株主であるＥから、「Ａ社の取締役や監査役

の報酬総額はいくらなのか、これら役員の報酬総額に比べて株主への配当が少ないのではな

いか、配当金を１株１００円とした理由の説明を求める。」という質問が提出された。 

5.  議長をしていたＢは、「役員報酬総額は会社法および定款の定めに従って決定されている。

配当金額１株１００円は、令和３年度の剰余金額を前提に、今後の資金需要も考慮して取締役

会で決定された適正な金額である。」と答えた。Ｅは重ねて１株１００円とした理由の説明を

求めたが、Ｂは、重複質問であるとして質疑を打ち切って採決に移り、議題②も、Ｅおよび欠

席した一般株主Ｆ以外の者の賛成で可決された（以下「本件決議」という。） 

6.  なお、本件株主総会の終了後、Ａ社事務担当者の手違いにより一般株主Ｆ（保有株式比率

は６％）に対して本件招集通知が送られておらず、Ｆは本件株主総会の開催を知らずに欠席し

たことが判明している。 
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［設問１］  （配点４０点） 

Ａ社の定款では、発行する株式の一部について譲渡によるＡ社株式の取得につきＡ社の承認

を要するものと定められているが、定款でそのようなことを定めることができる根拠を明らか

にした上、Ａ社は公開会社といえるかどうか、会社法の条文を踏まえて説明しなさい。 

 

［設問２］ （配点６０点） 

  Ｅは、本件決議の効力を争いたいと考えているが、会社法上、どのような請求によって、ど

のような事由を主張することが考えられるか、また、Ｅのこの請求に対し、裁判所はどのよう

な判断をすることになるか、条文上の根拠を明らかにしつつ、検討しなさい。 

                                      （以上） 


